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Ｉ　緒　　　言
　小麦の生産量は平成 14 年度から 23 年度の過去
10 年において 57 ～ 91 万トンであり，自給率は 9
～ 14％である（平成 23 年度は概算値）8)．2010
年 3 月策定の「食料・農業・農村基本計画」にお
いては，2020 年度の食料自給率目標として「供給
熱量ベースで 2008 年度 41％を 50％まで引き上
げる」としており，この目標に対応して，小麦は














感が ASW 並に優れる「きたほなみ」が 2006 年に
育成された．近畿中国四国農業研究センターでは











































































































　「ふくはるか」は 1996 年度（1997 年 4 月，以下，
年度は播種年度を表す）に中国農業試験場（現：近
畿中国四国農業研究センター）において「羽系 94-
71」（後の「西海 183 号」）を母，「中系 6168」を
父として人工交配（中交 3001）を行い，以降，派
生系統育種法により選抜・固定を図ってきたもので
ある（第２表）．「羽系 94-71」（後の「西海 183 号」）
は早生・短稈でアミロース含有率がやや低い “ やや
低アミロース ” の系統，「中系 6168」は硬質でグ
ルテンがやや強い “ 通常アミロース ” の系統である
（第１表）．当初の育種目標は高製粉性，高製麺適性，
早生，短稈である．








2002 年度 F7 世代で「中系 9405」として生産力検






の品質評価を実施するため，2008 年 10 月に品種
名「ふくはるか」として品種登録出願（出願番号：
第 23062 号）し，2011 年 7 月 4 日に品種登録（登
録番号：第 20864 号）された．2011 年 10 月に奈
良県で奨励品種に採用された．2008 年度の世代は

































羽系94-71（母） I 早 早 短 やや長 褐 やや強 やや強 軟質 やや少
中系6168（父） II～III 中 早 やや短 中 黄 やや強 やや弱 硬質 中 




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   
11谷中ら：製粉性と製麺適性に優れる日本麺用硬質小麦品種「ふくはるか」の育成
第３表 特性概要（種苗特性分類一覧） 
































































73 6 やや強赤さび病抵抗性 6 やや強 5 中
5 中
うどんこ病抵抗性 6 やや強 5 中 6 やや強
赤かび病抵抗性 5 中 5 中
6 やや大
縞萎縮病抵抗性 5 中 4 やや弱 5 中
ブレークダウン 6 やや大 5 中
5 中
最高粘度 7 大 5 中 7 大
バロリメーターバリュウ 6 やや高 5 中
7 高
吸水率 6 やや高 5 中 5 中
粉の黄色み 6 やや高 5 中
5 中
粉の赤色み 3 低 5 中 3 低
粉の明度 6 やや高 5 中
4 やや少
60%粉アミロース含量 4 やや少 5 中 4 やや少
60%粉灰分含量 6 やや多 5 中
6 やや高
60%粉粗蛋白質含量 5 中 5 中 5 中
ミリングスコア 6 やや高 5 中
1 粉状質
製粉歩留 7 高 5 中 6 やや高
粒質 2 中間質 1 粉状質
5 中
粒の硬軟 7 硬 5 中 5 中
収量性 5 中 5 中
8 かなり難
脱粒性 5 中 5 中 5 中
穂発芽性 6 やや難 7 難
5 中
耐倒伏性 7 強 5 中 7 強
耐湿性 5 中 5 中
1 無
細胞質雄性不稔の有無 1 無 1 無 1 無
遺伝子雄性不稔の有無 1 無 1 無
2 かなり早
成熟期 3 早 5 中 3 早
出穂期 3 早 5 中
1 Ⅰ
茎立性 5 中 5 中 4 やや早
播性の程度 1 Ⅰ 2 Ⅱ
5 中
うるち・もちの別 1 うるち 1 うるち 1 うるち
灰分含量 5 中 5 中
5 中中
粗蛋白質含量 5 中 5 中 5 中
原麦粒の見かけの品質 5 中中 5 中中
5 中
容積重 6 やや大 5 中 5 中
千粒重 5 中 5 中
5 中
粒の黒目の有無・多少 1 無～極少 1 無～極少 1 無～極少
頂毛部の大きさ 5 中 5 中
5 中
粒の色 5 赤褐 5 赤褐 4 褐
粒の大小 5 中 5 中
4 褐
粒の形 5 中 5 中 6 やや長
ふの色 4 褐 4 褐
5 中
芒長 5 中 5 中 5 中
芒の有無・多少 5 中 5 中
1 無
葯の色 1 黄 1 黄 1 黄
ふ毛の有無 1 無 1 無
5 中
穂のワックスの多少 3 少 3 少 3 少
穂の抽出度 6 やや長 5 中
6 やや長
粒着の粗密 4 やや疎 5 中 4 やや疎
穂長 6 やや長 5 中
3 少
穂型 2 紡錘状 2 紡錘状 2 紡錘状
フレッケンの有無・多少 3 少 3 少
1 無～極少
葉身の下垂度 6 やや大 5 中 6 やや大
葉鞘の毛の有無・多少 1 無～極少 1 無～極少
5 中
葉鞘のワックスの多少 4 やや少 4 やや少 4 やや少
葉色 5 中 5 中
5 中
稈のワックスの多少 4 やや少 4 やや少 4 やや少
稈の剛柔 6 やや剛 5 中
3 短
稈の細太 6 やや太 5 中 5 中
稈長 3 短 6 やや長
6 やや開
鞘葉の色 1 無 1 無 1 無
株の開閉 6 やや開 5 中
階級 状態・区分
叢性 4 やや直立 4 やや直立 4 やや直立
形質
ふくはるか 農林61号 きぬいろは
階級 状態・区分 階級 状態・区分
























ふくはるか 4.13 6.02 77 8.9 430 0.0 44.8 92 818 36.1
きぬいろは 4.09 6.02 75 9.3 500 0.7 47.8 99 810 36.0
ｼﾛｶﾞﾈｺﾑｷﾞ 4.14 6.02 77 8.7 470 0.0 45.9 95 815 35.8
農林61号 4.17 6.05 91 8.6 497 1.8 48.5 100 811 38.4
ドリル播 
ふくはるか 4.13 6.03 76 9.4 416 0.1 49.4 97 842 37.7
きぬいろは 4.11 6.03 69 9.6 424 0.3 47.0 92 837 40.2
ｼﾛｶﾞﾈｺﾑｷﾞ 4.15 6.03 72 9.0 424 0.0 48.3 95 836 37.4






　叢性は “ やや直立 ” で，株はやや開いている．稈
長は “ 短 ” で「農林 61 号」より 10cm 程度短く，「き
ぬいろは」並である．稈の細太は “ やや太 ” で「農
林 61 号」，「きぬいろは」よりやや太い．葉身の下
垂度はやや大きく，フレッケンの有無・多少は “ 少 ”
である．穂長は “ やや長 ” で，穂型は “ 紡錘状 ” で，
粒着は “ やや疎 ”，穂の抽出度は “ やや長 ” である．
芒の有無・多少は “ 中 ”，芒長は “ 中 ”，ふの色は “ 褐 ”
である．粒の形は “ 中 ”，粒の大小は “ 中 ”，粒の色
は “ 赤褐 ” である．千粒重は “ 中 ”，容積重は「農
林 61 号」，「きぬいろは」よりやや大きく，“ やや大 ”
である．原麦粒の見かけの品質は「農林 61 号」，「き
ぬいろは」並の “ 中中 ” である（第３表，第４表） ．
２　生態的特性
　播性は “ Ｉ ” で春播型である．茎立性は “ 中 ” で
ある．「農林 61 号」より出穂期で 4 ～ 6 日，成熟
期で 3 日程度早い早生種である．耐倒伏性は「農
林 61 号」より強く，「きぬいろは」と同程度の “ 強 ”，
穂発芽性は “ やや難 ” で，「農林 61 号」，「きぬいろは」
より劣る．赤かび病抵抗性は「農林 61 号」，「きぬ
いろは」並の “ 中 ” である．赤さび病抵抗性とうど














ふくはるか I やや強 やや強 中 やや難 
きぬいろは I やや強 やや強 中 難 
ｼﾛｶﾞﾈｺﾑｷﾞ II 中 弱 中 やや易 
農林61号 II 中 中 中 難 
注1) 2003～2008年度における複数年の試験成績をもとに総合的な判定を行った． 
  2) 特性検定試験の実施場所および年次は以下のとおり． 
 うどんこ病抵抗性 ：長崎農試 2003～2005 
 うどんこ病抵抗性 ：近中四農研 2004～2008 
 赤さび病抵抗性 ：近中四農研 2003～2004，2006～2008 
 赤かび病抵抗性 ：福岡農総試 2004～2005 
 赤かび病抵抗性 ：九州沖縄農研 2004 
 穂発芽性  ：近中四農研 2003～2008 









































ふくはるか 54 1.60 8.4  71.3 83.7 64 89.5 -2.17 16.8 22.2 1029 352  56.5 40 
きぬいろは 20 1.63 8.3  69.0 83.1 32 89.0 -2.18 17.9 22.3 1045 310  47.5 32 
ｼﾛｶﾞﾈｺﾑｷﾞ 19 1.55 8.9  67.5 81.7 30 89.6 -1.97 15.3 24.0 829 118  53.4 33 
農林61号 23 1.73 8.4  66.5 79.9 31 89.1 -1.77 15.4 23.7 819 167  53.7 37 
注1) 2003～2008年度の平均値． 
 2) 生産力検定・広幅条播を材料として使用． 

















ふくはるか 13.6  11.1  6.9  19.4  11.4  11.0  73.4  
ふくさやか 14.0  10.5  7.0  17.5  10.5  10.5  70.0  









　収量性は「農林 61 号」と同程度の “ 中 ” であるが，
広幅条播では「農林 61 号」より劣る．粒の硬軟は
“ 硬 ” であり，子実硬度は「農林 61 号」，「きぬいろは」
より高い．粒の硬軟に関わるピュロインドリン遺伝
子の遺伝子型は Pina-D1a, Pinb-D1b である．粒質は






















ふくはるか 70.6 85.4 6.9 0.39 61 89 
きぬいろは 67.7 82.4 6.7 0.39 28 61 
ｼﾛｶﾞﾈｺﾑｷﾞ 66.3 80.2 7.2 0.41 28 52 
農林61号 65.2 79.5 6.8 0.41 28 56 
農林61号（群馬県産） 66.7 81.0 7.3 0.40 28 54 
ASW 71.0 86.0 9.2 0.39 53 85 
注1) 2007～2009年度(2008～2010年産)の平均値． 
  2) 「ASW」と「農林61号（群馬県産）」以外は生産力検定・広幅条播の収穫物を使用． 
  3) 試験項目の解説は付表３を参照． 
14 近畿中国四国農業研究センター研究報告　第 12 号（2013）
第９表 中国四国地域の大手製粉会社による製粉および品質評価成績 
品種名 






















ふくはるか 1.58 9.7 71.3 84.3 0.40 8.5 -1.4 1030
ふくさやか 1.55 9.6 64.7 82.4 0.34 8.3 -1.9 885
農林61号（群馬県産） 1.71 8.3 61.5 78.4 0.36 7.2 -1.1 941
ASW 1.27 10.1 68.6 83.3 0.39 9.2 -2.1 800
注1) 2004～2007年度（2005～2008年産）の平均値． 



















ふくはるか 16.0 12.3 7.2 19.8 10.9 10.1 76.2 
ふくさやか 15.4 12.2 7.4 18.6 10.3 10.0 73.9 
農林61号（群馬県産） 14.9 11.4 7.0 17.5 9.6 9.6 70.0 
ASW 18.6 12.9 7.9 21.2 11.4 10.7 82.7 
注1) 2004～2007年度（2005～2008年産）の平均値． 
  2) 「ASW」と「農林61号」（群馬県産）以外は生産力検定・ドリル播の収穫物を使用． 
  3) 製麺試験の評点は「農林61号」（群馬県産）を合計70点の標準品種とした相対評価． 






























ふくはるか a b 2* 7+8 2+12 c i a a b a 
きぬいろは a a 欠失 7+8 2+12 c i a a b a 
キヌヒメ a a 欠失 7+8 2.2+12 c i a a a a 
農林26号 a a 欠失 7+8 2.2+12 d d a a a a 
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11 表）．ファリノグラムの吸水率は「農林 61 号」，
「きぬいろは」より高い．生地物性の指標となるバ
ロリメーターバリュウは「きぬいろは」より大き
く “ 中力 ” である（第６表）．Glu-A1 座 , Glu-B1 座，
Glu-D1 座の高分子量グルテニンサブユニットの組
成はそれぞれ 2*，7+8，2+12 であり，Glu-A3 座，
Glu-B3 座，Glu-D3 座の低分子量グルテニンサブユ










































ふくはるか 4.14 6.04 85 9.3 735 0.5 71.2 104 825 36.8 3.5 1.0 8.5 51















































ふくはるか 4.11 6.05 72 8.7 404 0.0 36.0 73 822 37.2 4.0 1.0 7.4 50




ふくはるか 4.16 6.07 88 8.8 714 1.0 70.5 116 810 35.3 3.5 1.0 9.2 55




ふくはるか 4.16 6.10 87 8.6 696 1.0 59.4 135 806 36.2 3.0 1.0 9.1 51




ふくはるか 4.15 6.10 89 8.7 826 3.0 75.0 154 810 36.3 4.0 1.5 10.7 59




ふくはるか 4.16 6.03 73 7.3 626 0.0 37.2 60 805 33.7 3.0 1.0 6.9 43























ふくはるか 14.5 10.3 7.5 18.7 11.0 10.7 72.7 
きぬいろは 15.9 10.5 7.7 19.0 11.4 11.2 75.7 
農林61号（群馬県産） 14.0 10.5 7.0 17.5 10.5 10.5 70.0 
注1) 2006年度（2007年産）の成績． 
  2) 製麺試験の評点は「農林61号」（群馬県産）を合計70点の標準品種とした相対評価． 
  3) 項目の括弧内の数値は配分された点数． 
第１４表 近畿地域の製粉会社による製粉および品質評価成績 
品種名 



















ふくはるか 1.42 8.5 71.7 82.9 0.44 7.1 960 
きぬいろは 1.46 9.2 65.7 81.7 0.37 7.4 1050 










ふくはるか 19 71.3 
農林26号 18 61.3 

































































るか」は Pinb-D1b 遺伝子を持ち ( 第 11 表 )，その


























　「ふくはるか」は “ やや低アミロース ” で “ 中力 ”



















































ふくはるか 1 4 月 9 日 83.4 2.8 9.1 6.5 14.9 13.1 35 
F11 世代 2 4 月 9 日 78.7 2.7 9.1 7.4 12.6 15.3 34 
 3 4 月 9 日 77.2 4.0 9.2 6.5 12.9 15.0 38 
 4 4 月 9 日 81.4 3.7 9.5 8.5 16.2 13.0 37 
 ○ 5 4 月 9 日 77.4 3.2 9.4 6.4 12.5 16.3 38 
 6 4 月 9 日 75.3 3.3 8.9 7.5 12.1 14.2 33 
 7 4 月 9 日 77.2 3.6 8.8 7.1 13.4 18.4 33 
 8 4 月 7 日 82.2 3.9 9.6 6.4 14.4 16.8 38 
 平均 4 月 9 日 79.1 3.4 9.2 7.0 13.6 15.3   
 系統間変動係数(%)   3.6   3.1   10.4   
ふくさやか  1 4 月 4 日 83.6 3.6 10.2 7.1 15.8 19.7 40 
F19 世代 2 4 月 4 日 84.4 4.2 10.1 6.3 15.2 19.1 40 
 3 4 月 3 日 87.1 4.0 10.3 4.9 15.9 23.2 40 
 4 4 月 3 日 89.4 2.9 10.1 4.9 14.3 19.5 39 
 5 4 月 3 日 88.3 3.0 10.0 5.4 14.4 21.0 38 
 6 4 月 3 日 86.8 4.1 9.7 4.8 13.1 18.4 38 
 7 4 月 3 日 81.7 3.2 9.9 6.6 13.9 18.7 39 
 8 4 月 3 日 83.9 4.0 9.8 6.8 12.6 19.9 36 
   平均 4 月 3 日 85.6 3.6 10.0 5.9 14.4 19.9   






















ンター）において 1997 年 4 月に「羽系 94-71」（後
の「西海 183 号」）を母，「中系 6168」を父とす
る交配を行い，その交雑後代から派生系統育種法に
より育成された品種である．2008 年 10 月に品種
登録出願し，2011 年 7 月 4 日に品種登録された（登
録番号第 20864 号）．
　「ふくはるか」は播性Ｉの春播型で，「農林 61 号」
と比べると出穂期で 5 日，成熟期で 4 日程度早い
早生種である．稈長は「農林 61 号」より 10cm 程
度短い．穂発芽性は “ やや難 ” で，赤さび病，うど
んこ病に強く，赤かび病抵抗性は「農林 61 号」と
同程度の “ 中 ” である．収量は「農林 61 号」と同











引 用 文 献
1）Ikeda, T. M., N. Ohnishi, T. Nagamine, S. Oda, 
T. Hisatomi and H. Yano 2005. Identification 
of new puroindoline genotypes and their 
relationship to flour texture among wheat 











4）Martin, J. M., R. C. Frohberg, C. F. Morris, L. 
E. Talbert and M. J. Giroux 2001. Milling and 
bread baking traits associated with puroindoline 
sequence type in hard red spring wheat. Crop 
Sci. 41：228–234.
5）Nagamine, T., T. M. Ikeda, T. Yanagisawa, M. 
Yanaka and N. Ishikawa 2003. The effects of 
hardness allele Pinb-D1b on the flour quality 





7）農林水産省　2012. 平成 23 年度食料・農業・
農村白書．財団法人農林統計協会，東京． 100-
101.
8）農林水産省　2012. 平成 23 年度食料需給表．
http://www.maff.go.jp/j/zyukyu/fbs/index.html






10)Payne, P. I., K. G. Corfield and J. A. Blackman 
1979. Identification of a high-molecular-weight 
subunit of glutenin whose presence correlates 
with bread-making quality in wheats of related 
pedigree. Theor. Appl. Genet. 55：153-159.
11) 高 田 兼 則・ 谷 中 美 貴 子・ 池 田 達 哉・ 石 川 直
幸　2008. 日本めん用小麦の生地物性に対す
る Glu-A1 と Glu-D1 対立遺伝子の相互作用と
Glu-A1 対立遺伝子の PCR マーカーの開発．育
種学研究 10：41-48.
12)Takata, K., T. M. Ikeda, M. Yanaka, H. Matsunaka, 
M. Seki, N. Ishikawa and H. Yamauchi 2010. 
Comparison of five puroindoline alleles on 
grain hardness and flour properties using near 
isogenic wheat lines. Breeding Sci. 60(3)：228-
232.
13)Takayama, T., N. Ishikawa and S. Taya 2006. 
The effects to the protein concentration and 
flour quality of nitrogen fertilization at 10 days 
after heading in wheat. JARQ 40：291-297.
 
20 近畿中国四国農業研究センター研究報告　第 12 号（2013）
  
                                     ふくはるか   農林61号 
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Mikiko Yanaka, Kanenori TakaTa, Naoyuki IshIkawa,  
Takashi nagamIne1,Toshiyuki TakaYama2, Shozo TaYa3 and Yumi kaI4,
Key･words：hard wheat, cultivar, milling performance, noodle texture, breeding
Summary
‘Fukuharuka’ was registered as a new wheat cultivar in 2011. It was selected from a cross between ‘Hakei 
94-71’ and ‘Chukei 6168’ carried out in 1997 at Chugoku National Agricultural Experiment Station (present: 
NARO Western Region Agricultural Research Center).
　‘Fukuharuka’ is a spring type wheat. The date of maturing is three days earlier than ‘Norin 61’. The culm 
length is 10 cm shorter than ‘Norin 61’. ‘Fukuharuka’ is resistant to pre-harvest sprouting, powdery mildew 
and leaf rust. It is moderately resistant to scab as ‘Norin 61’. Its yield is as high as ‘Norin 61’.
　‘Fukuharuka’ is a hard wheat and shows high flour yield and milling score. The amylose content is 
comparatively low, the dough strength is medium, and flour color is brighter than ‘Norin 61’. Noodle texture 
is excellent.
　‘Fukuharuka’ is adapted well to flatlands of western Japan. Nara Prefecture designated ‘Fukuharuka’ as a 
recommended cultivar in 2011. 
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